００－００－０００００　りんくはじめ
　宮沢賢治が「銀河鉄道の夜」の中で、輪になって回るサファイアとトパーズになぞらえた二重星は、天球上で、最もコントラストが鮮やかであり、その美しさのため「北天の宝石」とも呼ばれています。二重星の名前はアルビレオ。肉眼で見ると単一の星のように見えますが、望遠鏡で見ると、黄金色の3等星と青色の5等星が瞬いています。
　このアルビレオは、白鳥座のくちばしの位置にある恒星です。まるで水を飲むようにくちばしは天の川（ＭＩＬＫＥＹ　ＷＡＹ）と重なっており、たくさんの星を同時に観察できます。また、七夕伝説で有名な夏の星座といえば、彦星はわし座のアルタイル、織姫はこと座のベガです。さらに南には一際赤く輝くさそり座のアンタレスなど肉眼で見える星がたくさんあります。日中の暑さが和らいだ夜の空を眺めてみませんか？
